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論文内容の要旨

本研究は，正四面体構造を有する炭化水素化合物「テトラヘドレンJ (あるいはテトラへドラ

ン)の合成を目的として，不飽和小員環化合物であるシクロプロペンおよびシクロプタジェン誘

導体の合成およびその化学反応について検討を加えた。その結果，テトラヘドレン合成までには

至らなかったが，シクロプロペン誘導体の新たな合成法を開発している過程で数多くの知見を得

る乙とに成功した。また，新しいシクロプタジェン金属錯体の合成・開発に成功し，この金属錯

体の反応よりテトラヘドレン合成に有望な足がかりを見い出すことが出来た。すなわち，シクロ

プロペン誘導体の合成の開発過程で， 3 Hーピラゾーノレ(ピラゾレニン)誘導体の熱反応で側鎖

の脱離を伴う新しい転位反応を見い出した。一方，このものの光分解反応でカノレベン中間体を径

る興味深い転位を起すことを明らかとした。また，シクロブタジェン錯体に立体的に大きな置換

基を導入し，シクロブタジェン構造を歪めテトラへドレン骨格への異性化を容易にする目的で，

t- プチノレ基を置換基としてもつシクロブタジェンパラジウム錯体の合成を行なった。その結果，

1 , 2 一位に tーブチノレ基をもっシクロブタジェン錯体の合成に初めて成功した。 さらに， この

シクロブタジェン錯体からホモテトラヘドレン骨格を持つ化合物が得られることを見い出し，今

まで困難とされていたテトラへドレン合成への道に新たな示唆を与えた。

論文の審査結果の要旨

正四国体構造をもっ炭化水素化合物の合成は，多くの努力がはらわれているが，まだその合成

に成功していない。

本論文はこの化合物の合成を目的として，中間原料であるシクロプロペン，シクロプタジェン
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誘導体の合成とその化学反応について研究したものである。

その成果の一つは， シクロプロペン誘導体の合成開発中に， 3 HーピラゾーJレ(ピラゾレニ

ン)誘導体の熱および光分解反応で，新しい転移反応を見い出し，学問的に貴重な知見を得たこ

とである。

さらに特筆すべき点は tープチル置換シクロブタジェンパラジウム錯体の熱分解反応でホモテ

トラヘドレンの単離に成功し，テトラへドレンを中間に径たと考えられる反応を見い出した乙と

である。このことはテトラヘドレンの合成に有望な足がかりを与え，有機合成化学の進歩発展に

寄与することが大である。よってその成果は高く評価される。

-277-




